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243 CR 乳房撮影の 基礎的検討
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［目的ユ

　近年CR 化が進み、当院にお い て も乳房撮影を含め撮影件数の約80％ がCR で撮影されて い る。しかしマ ンモ グラフ ィを含め

高解像力を求める撮影は、従来の S／F系 と 比較ずる と照射線量が増力囗傾向に ある こ と は否定できない 事実 で ある。

　今回、CR 乳房撮影 に おける適正撮影条件を、　 S値を指標と して検討 した ので報告する。

［使用機器］
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：方法］

　 CR 装置を用 い、乳房フ ァ ン トム を管電圧を25〜35kV、　mAs 値も変化させ異なるS値となる よう撮影し 、合計20種類の 試料

を作成した。撮影はAutoモー一　B、　 L 値は2．0 に近 い値とした。  視覚的評価方法 ；作成した試料を経験年数 1 〜 30 年の 技師

10 名、ACR マ ニ ュ ア ル に基づき画像評価を行う。評価対象は線維組織、微小 石灰化群、腫瘤モデル の 3種 と し、各 々 の 識別

限界 を求め評価した。　 （評緬法は技術学会発行、乳房撮影精度管理マ ニ ュ ア ル を参照）各試料の描出は、線維組織 ；4点、微小

石灰化 ： 3 点、 腫瘤モデル ： 3点以上を判定基準とし、これを満たすフ ァ ン トム 画像のS 値を適正撮影条件と し求めた。  被曝

線量 （平均乳腺組織線量）測定方法 ；適正撮影条件で の 入射空中線量を測定し、そ の測定値から平均乳腺組織線量を算出 した。

（乳房撮影精度管理マ ニ ュ ア ル参照）  ウィナース ペ クトルの測定 ：管電圧 28K ▽ に おい て、　 S値を変化させ 撮影した試料の 、

オーバ ーオール ウイナース ペ ク トルを測定す る。CR の読み取りモードは Hx としL 値は 2．0 、拡散光濃度で 1．0 近くにな る様

mAs 値を設定した。マイクロデン シ トメータの ス リッ ト幅10μm 、サ ンプリング間隔10μm 、 サンプリング数 10000点、以上

の 操作を レーザプリンタの走査方向に対して 平行 （主走査方向）、垂直 （副走査方向）の 2方向に対して行い、各々 15回測定

しそ の平均を取っ た。また、トレン ド除去処理は、1000 点で行っ た。

［結果 お よ び考察］

  視覚評価に よ る 適正撮影条件 ；fig．1にS値と識別限界に おける得点との関係を示 す。得点は技師 10 名の 平均点 で経験年数に

よる重みはつ けて いな い 。S値が小さくな る程、すべ て の評価対象におい て試料の描出は良くなっ た。 これまで、評価対象 ごと

に描出判定を行っ てきたが、すべ て の評価文橡 にお い て判別基準を満たしてなければならない ため視覚評価 における適正撮影

条件はS値が100以下 となっ た。  平均乳腺組織線量 ；fig，2 にS値と平均乳腺組織線量の関係を示す。   の結果か ら視覚評価 の

適正撮影条件はS値が 100以下 となっ たため、S値を100〜70とした。いずれ のS値にお いて も、平均乳腺組織線量は低簷電圧で

高い値を示 し、高管電圧 で は低い値を示 した。ACR より乳房離 2mm に対す る 1回照射あた りの平均乳腺組織線量を3mGy 以下

にす る よう勧告されて いる。我g ．2より、すべ て の管電圧において 3mGy 以下を満たすS値は 100 と なっ た。  粒状特牲 ；主走

査、副走査方向の どち らにおい て も、S値が小さい程WS 値が低くな り粒状性 に優れ、　 S値が大きい程WSfLtsが高くな り粒状性が

劣 り て い た。しか し、　 5tycle／  以下の 徽 で は鼈 が 100 以下で の 5n

スペ ク トル値の 差が、S値 150 と100間の 変動に比べ 小さい結果となり

また 5 〔ycle／mm 以 上 では ほ と んど差は 認め られなか っ た。従 っ て、

S値が 100以下では粒状特性 にお いて 大 きな差は認められなか っ た。

［結論］

　視覚評価 と平均乳腺組織線量 、 粒状特性か ら適正撮影条件

と してS値 100 と い う値を得た 。 この値は 、 診断に有用な画

像を、よ り少ない被曝線量で得る とき の良い指標と なっ た 。

マ ンモ グラ フ ィ におい て は、S／P系が主流 で はある が、デジ

タル画像をよりアナ ロ グ画像に近づけ、画質の向上を図っ て

い く上で今回の 検討はまだ基礎の 段階である。今後 さらに

研究を進め、画像処理パ ラメ
ータの 検討等もふ まえ、CR の

長所を活か し、CAD も含めたCR 乳房撮影シ ス テムを構築し

て い きたい と考 え る。　　　　　　　　　　　 　　　 rig．2

線 維組 織　　 　　　　微 小 石 灰 化 　　 　　　 嗹 瘤 モ デ ル

陰　囿 鄲　鞭 笛 ●　黜 定 匳
‘　捉 箙

o
薗邑

以下で の
：1

欝
り

ii
っ た。　 艶

　　　　嘔 1 鴛

　　　　　　二：
　 　 　 　 　 　 0ρ

9 ▲ ▲ △‘
●　●

1

0　　　 1凹　　　靭 　　　3  　　　司oo
　 　 　 　 s 岨

530　 010 口

5 闘

20卩　　　　3 　　　　400　　　　500　0　　　　　1 　　　　：卩Q　　　　900　　　　弓0◎　　　　5 
s

鸛
kVL
い mAI1 測定値〔R｝換算値

平 均聡 脳 　　s値
線 顧 mG サ，　 　 aoH

》L

  mA り 測定値  換算値 謙騨 1
0321 ．76162286 032235162380

0，34132 」74229 034179 　　　 1ア4314

0．381 ，亀9193 0．381 ．62　 　　 1933 ，喋3
041 212202 04 辱 212264

誰
HVLlmm

崩 測定値  換算値
糊 姻粗　　　s値
鰰 Gr，　　 70HVL   闇Ao 　 　 　 　 　 　 　 　 平蝋 躔組 織

測定値〔R｝ 換算値　 線 風 m 馴

o．322 ．031623 ．29 O．322 ．アi162 　
1
　 4、39

0．34　　　1　 61742 ，72 0342071 ア4　　　 360
0．38　　　141193 038188193363

o．41　 ．
212240 041 2霊2266

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


